
きかわだステーション

　自由民主党衆議院議員の黄川田仁志です。昨年

中も多くの皆様に、様々なご指導をいただき、誠

にありがとうございました。今年は衆議院議員に

とっては節目の年。8 年間の衆議院議員としての

知識、経験、気概を全てフル動員して、より一層

精進して参ります。どうぞよろしくお願い申し上

げます。

　さて、埼玉県は、1 月８日（金）から 2 月 7

日（日）まで、新型コロナウイルス感染症の緊急

事態宣言対象地域となりました。医療機関の皆様

の長期にわたる献身的なご対応に対し、心より感

謝と御礼を申し上げます。また、福祉やライフラ

インの維持、廃棄物の回収等、緊急事態宣言下で

も、私たちの生活を維持するために、懸命に努め

ていただいている全てのエッセンシャルワーカー

の皆様にも、心より感謝と御礼を申し上げます。

地域の皆様には、これまでも生活やお仕事の中

で、大変多くの我慢とご協力を賜っており、本当

に心苦しい限りです。感染者数が一定程度治ま

り、医療現場への負担の加重が解消されるまで、

いましばらく、各種感染症対策にご協力をいただ

きますよう、切に、お願い申し上げる次第です。

　政府や自民党の対応について、多くのご意見を

いただいております。「宣言を出すのが遅い」、「総

理をはじめ政府関係者の記者会見の内容がわか

りにくい」、「国会議員が飲食を伴う会合に出席し

ているのに、どうして国民だけが我慢しなければ

ならないのか」、「自粛と補償はセットで行うべき

なのに補償が不十分」、「国会議員は国民の思いや

苦しみを全く理解できていない」などです。↗

どのご意見も、コロナ禍での皆様の切実な思いや

生活の苦しさが背景にあり、衆議院議員として、

真摯に受け止めなければなりません。

　自民党本部では、国会の開会に先立ち、感染症

対策や支援について、毎日、会議が開催されてい

ます。私もこれらの会議に積極的に出席し、地域

の皆様の切実な声を政府に伝え、制度の改善や新

たな支援につながるよう努めているところです。

　1 月 18 日からは第 204 回通常国会が開会しま

す。まずは令和 2 年度第 3 次補正予算案の審議を

行い、1 日でも早く、新たな感染症対策や経済支

援策を開始できるよう、議論して参ります。その

後、15ヶ月予算として補正予算と一体編成するこ

とで、より高い効果が見込まれる、令和 3 年度予

算案の審議に入ります。同時並行で新型インフル

エンザ等対策特別措置法の改正も議論します。

　世界各国が、新型コロナウイルス感染症の先の

見通しが立たない中、苦戦を強いられています。

政治の対応も歯切れが悪く、多くの方がイライラ

されていると思います。本当に申し訳なく思いま

すが、一つひとつ、乗り越えていくしかないのも

事実です。感染実態等をしっかり分析し、専門家

の意見によく耳を傾けつつ模索を続け、より良い

手段や方法に取り組むことができるよう、引き続

き頑張って参ります。皆様には、重ねて、感染症

対策へのご理解とご協力を心よりお願い申し上げ

ます。




